
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】胃またはその他の内腔等のような一定の解剖学

的な通路の周囲に配置するための移植可能で調節可能な

帯を提供する。

【解決手段】上記の帯は一定のばち形の接続手段または

一定の螺旋状の経路の中に配置されている横方向の部材

等のような一定の横方向の取付機構を含む。

【効果】比較的小さな力により係合し、種々の腹腔式の

器具による実施が容易になると共に、その取付が長期間

の使用にわたり固定された状態に維持される。又、可逆

的な調節が可能でもある。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 定 の 医 療 状 況 を 治 療 す る た め の 移 植 可 能 な 帯 に お い て 、
　 （ ａ ） 一 定 の 解 剖 学 的 な 通 路 の 周 囲 を 囲 む よ う に 構 成 さ れ て い る 一 定 の ス ト ラ ッ プ を 備
え て お り 、 こ の ス ト ラ ッ プ が そ の 周 囲 に お い て 一 定 の 円 周 の 方 向 を 定 め て お り 、 さ ら に 、
こ の ス ト ラ ッ プ が 一 定 の 内 表 面 部 お よ び 外 表 面 部 を 有 し て お り 、 さ ら に
　 （ ｂ ） 前 記 細 長 い ス ト ラ ッ プ の い ず れ か の 端 部 に お い て 配 置 さ れ て い る 第 １ お よ び 第 ２
の 端 部 部 分 を 備 え て お り 、 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 が 前 記 ス ト ラ ッ プ の 内 表 面 部
お よ び 外 表 面 部 に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る そ れ ぞ れ の 内 表 面 部 お よ び 外 表 面 部 を 含 み 、 さ ら
に
　 （ ｃ ） 前 記 第 １ の 端 部 部 分 を 前 記 第 ２ の 端 部 部 分 に 取 り 付 け て 前 記 ス ト ラ ッ プ を 前 記 解
剖 学 的 な 通 路 に 隣 接 し て 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 一 定 の 横 方 向 の 取 付 機 構 を 備 え て
い る 帯 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 横 方 向 の 取 付 機 構 が 前 記 第 １ の 端 部 部 分 の 一 部 と し て 形 成 さ れ て い る 一 定 の 横 方 向
の 部 材 お よ び 前 記 第 ２ の 端 部 部 分 の 内 表 面 部 お よ び 外 表 面 部 の 一 方 の 一 部 と し て 形 成 さ れ
て い る 一 定 の 横 方 向 の 開 口 部 を 含 み 、 こ の 横 方 向 の 開 口 部 が 前 記 横 方 向 の 部 材 を 受 容 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 横 方 向 の 取 付 機 構 が 一 定 の ピ ン 部 分 お よ び 一 定 の 尾 部 を 有 す る 一 定 の ば ち 形 の 横 方
向 の 取 付 機 構 を 含 み 、 前 記 横 方 向 の 部 材 が 前 記 ピ ン 部 分 を 含 み 、 前 記 横 方 向 の 開 口 部 が 前
記 尾 部 を 含 む 請 求 項 ２ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 横 方 向 の 部 材 が 一 定 の 概 ね 台 形 の 形 状 を 有 し て お り 、 前 記 横 方 向 の 開 口 部 が 一 定 の
台 形 の 形 状 を 有 す る 一 定 の 通 路 を 含 む 請 求 項 ３ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 横 方 向 の 取 付 機 構 が 一 定 の デ テ ン ト を 含 み 、 こ の デ テ ン ト の 第 １ の 部 分 が 前 記 横 方
向 の 部 材 に よ り 担 持 さ れ て お り 、 こ の デ テ ン ト の 第 ２ の 部 分 が 前 記 横 方 向 の 開 口 部 に よ り
担 持 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 端 部 部 分 が 一 定 の Ｕ 字 形 状 の 部 分 を 含 み 、 こ の Ｕ 字 形 状 の 部 分 が 前 記 第 １ の
端 部 部 分 か ら 横 方 向 に 延 出 し て い る 一 定 の 基 部 を 含 み 、 前 記 横 方 向 の 部 材 が 前 記 基 部 か ら
横 方 向 に 延 在 し て い て 一 定 の 隙 間 を 形 成 し て い る 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 端 部 部 分 が 、 前 記 横 方 向 の 部 材 が 前 記 横 方 向 の 開 口 部 の 中 に 配 置 さ れ て い る
時 に 、 前 記 隙 間 の 中 を 通 し て 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 隙 間 に 重 な る 前 記 第 １ の 端 部 部 分 か ら 延 出 し て い る 一 定 の 保 持 部 材 を 含 み 、 こ の 保
持 部 材 が 前 記 隙 間 か ら の 前 記 第 ２ の 端 部 部 分 の 引 き 抜 き を 妨 げ る よ う に 構 成 さ れ て い る 請
求 項 ６ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 保 持 部 材 が 前 記 隙 間 に 対 し て 概 ね 垂 直 に 配 置 さ れ て い る 一 定 の 下 面 部 を 含 む 請 求 項
８ に 記 載 の 帯 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 横 方 向 の 取 付 機 構 が さ ら に 一 定 の デ テ ン ト を 含 み 、 こ の デ テ ン ト の 第 １ の 部 分 が 前
記 横 方 向 の 部 材 に よ り 担 持 さ れ て お り 、 こ の デ テ ン ト の 第 ２ の 部 分 が 前 記 横 方 向 の 開 口 部
に よ り 担 持 さ れ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 帯 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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関 連 出 願
　 本 特 許 出 願 は ２ ０ ０ ３ 年 ６ 月 ２ ７ 日 に 出 願 さ れ て い る 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ４ ８ ３ ， ３ ５
３ 号 の 優 先 権 を 主 張 し て お り 、 こ の 特 許 出 願 の 開 示 は 本 明 細 書 に 参 考 文 献 と し て 含 ま れ る
。 本 特 許 出 願 は ま た 以 下 の 同 日 に 出 願 さ れ て い る 同 時 係 属 の 米 国 特 許 出 願 を 参 考 文 献 と し
て 含 む 。 仮 特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ５ ０ ７ ， ６ ２ ５ 号 （ イ ン プ ラ ン タ ブ ル ・ バ ン ド ・ ハ ビ ン グ ・
イ ン プ ル ー ブ ド ・ ア タ ッ チ メ ン ト ・ メ カ ニ ズ ム （ Implantable Band Having Improved Att
achment Mechanism） ， 発 明 者 ： バ イ ル ム （ Byrum） ， ジ ャ ン ボ ル （ Jambor） ， ア ル ブ レ ヒ
ト （ Albrecht） ） 、 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ６ ７ ６ ， ３ ６ ８ 号 （ イ ン プ ラ ン タ ブ ル ・ バ ン ド ・ ウ
ィ ズ ・ ノ ン － メ カ ニ カ ル ・ ラ ッ チ ン グ ・ メ カ ニ ズ ム （ Implantable Band with Non-Mechan
ical Latching Mechanism） ， 発 明 者 ： バ イ ル ム （ Byrum） ， ヌ コ ル ス （ Nuchols） ） 、 仮
特 許 出 願 第 ６ ０ ／ ５ ０ ７ ， ９ １ ６ 号 （ イ ン プ ラ ン タ ブ ル ・ バ ン ド ・ ウ ィ ズ ・ ア タ ッ チ メ ン
ト ・ メ カ ニ ズ ム （ Implantable Band with Attachment Mechanism） ， 発 明 者 ： バ イ ル ム （
Byrum） ， ジ ャ ン ボ ル （ Jambor） ， コ ン ロ ン （ Conlon） ， ク ロ ウ フ ォ ー ド （ Crawford） ，
ハ ー パ ー （ Harper） ， ス プ レ ッ ケ ル マ イ ア ー （ Spreckelmeier） ） 、 お よ び 仮 特 許 出 願 第
６ ０ ／ ５ ０ ７ ， ６ １ ２ 号 （ イ ン プ ラ ン タ ブ ル ・ バ ン ド ・ ウ ィ ズ ・ デ フ ォ ー マ ブ ル ・ ア タ ッ
チ メ ン ト ・ メ カ ニ ズ ム （ Implantable Band with Deformable Attachment Mechanism） ，
発 明 者 ： バ イ ル ム （ Byrum） ， ワ イ レ イ （ Wiley） ， コ ン ロ ン （ Conlon） ， フ ェ ン ダ ー （ Fe
nder） ） 。
　 本 発 明 は 一 般 に 一 定 の 解 剖 学 的 な 通 路 の 周 り を 囲 む た め の 一 定 の 外 科 的 に 移 植 可 能 な 帯
ま た は バ ン ド に 関 連 し て お り 、 特 に 、 肥 満 の 調 整 の た め に 胃 の 周 り を 囲 む た め の 一 定 の 調
節 可 能 な 胃 帯 に 関 連 し て い る 。 以 下 に お い て 、 本 発 明 は 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 の た め の 一
定 の 改 善 さ れ た 取 付 機 構 に 関 連 し て 具 体 的 に 開 示 さ れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 １ ９ ８ ０ 年 代 の 初 め 以 来 、 調 節 可 能 な 種 々 の 胃 帯 が 病 的 肥 満 の た め の 胃 バ イ パ ス お よ び
そ の 他 の 不 可 逆 的 で 外 科 的 な 減 量 治 療 の 一 定 の 有 効 的 な 代 替 手 段 を 提 供 し て い る 。 こ の 胃
帯 は 患 者 の 胃 の 上 部 の 周 囲 に 巻 き 付 け ら れ て 、 そ の 胃 の 正 常 な 内 径 よ り も 小 さ い 孔 を 形 成
し 、 こ の 小 孔 が そ の 胃 の 一 定 の 上 側 の 部 分 か ら 下 側 の 消 化 性 の 部 分 へ の 食 物 の 通 過 を 制 限
す る 。 こ の 小 孔 が 適 当 な 大 き さ で あ る 場 合 に 、 そ の 胃 の 上 側 の 部 分 の 中 に 保 持 さ れ る 食 物
は 満 腹 感 を 与 え て 過 食 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の 胃 帯 の 直 径 を 設 定 す る 一 定 に 引 き 締 め た 部 分 に 加 え て 、 こ れ ら の 胃 帯 の 調 節 の 可
能 性 は 一 般 に 、 一 定 の 血 圧 用 の 加 圧 帯 に 類 似 し て い る 、 一 定 の 内 側 に 向 い て 膨 張 可 能 な バ
ル ー ン に よ り 達 成 さ れ 、 こ の バ ル ー ン の 中 に 、 生 理 塩 水 等 の よ う な 、 流 体 が 一 定 の 流 体 注
入 ポ ー ト を 通 し て 注 入 さ れ て 所 望 の 直 径 が 達 成 さ れ る 。 こ の バ ル ー ン は 身 体 へ の 取 り 付 け
お よ び そ の 新 し い 帯 の 部 位 の 周 囲 に お け る 治 癒 を 可 能 に す る た め に 一 般 的 に 最 初 に 体 内 に
配 置 さ れ る 時 に 収 縮 ま た は 部 分 的 に の み 膨 張 さ れ る 。 こ の よ う に 調 節 可 能 な 胃 帯 は 長 期 間
の 時 間 に わ た り 患 者 の 体 内 に 留 ま る 可 能 性 が あ る の で 、 そ の 流 体 注 入 ポ ー ト は 一 般 的 に 感
染 を 避 け る た め に 、 例 え ば 、 胸 骨 の 前 方 等 の よ う な 皮 下 に お い て 備 え ら れ る 。 こ の 初 期 的
な 移 植 に 続 い て 、 外 科 医 は 患 者 の 要 望 に 応 じ て 緩 め る か 締 め 付 け る こ と に よ り そ の 帯 を 調
節 で き る 。 こ の 調 節 可 能 な 胃 帯 の 中 に お け る 流 体 の 量 を 調 節 す る こ と は 皮 膚 を 通 し て そ の
注 入 ポ ー ト の シ リ コ ー ン 隔 膜 の 中 に 一 定 の フ ー バ ー ・ チ ッ プ ・ ニ ー ド ル （ Huber tip need
le） を 挿 入 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 そ の 後 、 こ の 針 が 除 去 さ れ る と 、 上 記 の 隔 膜 は そ
の 隔 膜 に よ り 発 生 さ れ る 圧 縮 性 の 負 荷 に よ り 上 記 の 孔 を 封 じ る 。 さ ら に 、 一 定 の 柔 軟 性 の
導 管 が 上 記 の 注 入 ポ ー ト と 調 節 可 能 な 胃 帯 と の 間 を 連 絡 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 の た め の 一 定 の 取 付 機 構 は そ の 胃 の 小 孔 の 一 定 の 初 期 的 な 大 き さ
を 形 成 す る 必 要 が あ る 。 一 例 の 一 般 的 に 知 ら れ て い る 取 り 付 け 方 法 は 調 節 可 能 な 胃 帯 の 各
端 部 を 縫 合 す る こ と で あ る 。 ま た 、 別 の 一 般 的 に 知 ら れ て い る 取 付 方 法 は 胃 帯 の 一 端 部 が
一 定 の 柔 軟 な 導 管 の 中 に 入 っ て い て 、 こ の 柔 軟 な 導 管 が 一 定 の フ レ ア 状 の 部 分 を 有 し て お
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り 、 こ の フ レ ア 状 の 部 分 が そ の 胃 帯 の 第 ２ の 端 部 の 中 に お け る 一 定 の 開 口 部 の 中 に 引 き 込
ま れ た 後 に 、 そ の 周 囲 の 帯 に 縫 合 さ れ て 、 そ の 帯 が 胃 に 固 定 さ れ る 処 理 を 含 む 。 さ ら に 、
縫 合 糸 が 配 置 さ れ た 後 に 、 そ の 注 入 ポ ー ト は 一 定 の 都 合 の 良 い 場 所 に 固 定 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う な 既 知 の 方 法 は 胃 帯 を 固 定 す る こ と に お い て 有 効 で あ る が 、 臨 床 的 な 移 植 処
置 を 簡 単 に し て 、 長 期 間 の 信 頼 性 を 高 め 、 再 調 節 ま た は 取 り 外 し を 容 易 に す る さ ら な る 改
善 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 過 去 に お い て 縫 合 糸 が 最 も 積 極 的 な 接 続 手 段 と し て 信 頼 さ れ て い た が 、 縫 合 糸
を 必 要 と せ ず 、 さ ら に 、 固 定 式 の 取 付 構 造 を 形 成 す る た め に 一 定 の 大 き な 力 を 必 要 と し な
い 一 定 の 固 定 式 の 取 付 機 構 を 有 す る こ と が 望 ま し い 。 こ れ 以 外 の 場 合 に お い て は 、 腹 腔 鏡
式 の 器 具 に よ る 取 り 付 け を 適 当 に 掴 ん で 行 な う こ と が 困 難 に な る 可 能 性 が あ る 。 従 っ て 、
一 定 の 改 良 さ れ た 取 付 機 構 を 有 す る 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 に 対 す る 有 意 義 な 要 望 が 存 在 し
て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 装 置 を 提 供 す る こ と に よ り 上 記 お よ び そ の 他 の 従 来 技 術
に お け る 問 題 に 対 処 し て お り 、 こ の 胃 帯 装 置 は 比 較 的 に 少 な い 力 に よ り 係 合 し 、 こ の こ と
に よ り 、 種 々 の 腹 腔 鏡 式 の 器 具 に よ る 実 施 が 容 易 に な る と 共 に 、 そ の 取 り 付 け が 長 期 間 の
使 用 に わ た り 固 定 さ れ た 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 般 的 な 目 的 は 一 定 の 対 向 し て い る 内 表 面 部 の 取 付 機 構 を 有 す る 一 定 の 調 節 可
能 な 胃 帯 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 一 定 の 容 易 に 可 逆 的 な 調 節 が 可 能 な 胃 帯 を 提 供 す る こ と で あ り 、 こ
の 胃 帯 は そ の 取 付 機 構 の 保 持 強 度 を 減 少 す る こ と な く 締 め 付 け る こ と お よ び 緩 め る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 を 提 供 す る こ と で あ り 、 こ の 場 合 に 、 こ の 調
節 可 能 な 胃 帯 の 各 端 部 を 離 脱 さ せ る た め に 必 要 な 力 は わ ず か で あ り 、 こ れ ら ２ 個 を 分 離 さ
せ な い た め の 長 手 方 向 ま た は 縦 方 向 に 沿 う 保 持 力 と 同 一 の 方 向 で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 お よ び そ の 他 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 さ ら に 、 本 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ て い る
本 発 明 の 種 々 の 目 的 に 従 っ て 、 ２ 個 の 端 部 を 一 体 に 接 続 す る 横 方 向 の 取 付 機 構 を 伴 う 調 節
可 能 な 胃 帯 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 横 方 向 の 取 付 機 構 は 一 定 の ば ち 形 の 接 続 部 分 、 お よ び
一 定 の 巡 回 経 路 を 伴 う 一 定 の フ ッ ク を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 新 規 な 特 徴 お よ び そ の 他 の 目 的 は 、 各 図 面 に 基 づ い て 、 以 下 の 詳 細 な 説
明 、 論 述 お よ び 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 明 ら か に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 一 定 の 改 良 さ れ た 取 付 機 構 を 有 す る 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 が
提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に お い て 、 本 発 明 の 現 在 に お い て 好 ま し い と 思 わ れ る 実 施 形 態 に 対 す る 参 照 が 詳 細
に 行 な わ れ て お り 、 そ の 一 例 が 以 下 の 添 付 図 面 に お い て 例 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 以 下 の 説 明 に お い て 、 同 一 の 参 照 番 号 ま た は 符 号 は 幾 つ か の 図 を 通 し て 同 一 の ま た は 相
当 す る 部 分 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 さ ら に 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 前 方 、 後 方 、 内 側 、 外
側 、 お よ び こ れ に 類 似 の 用 語 は 便 宜 上 の 言 葉 で あ り 、 そ れ ぞ れ 限 定 す る た め の 用 語 と し て
解 釈 す る べ き で は な い 。 ま た 、 こ の 特 許 出 願 に お い て 用 い ら れ て い る 技 術 用 語 は 本 明 細 書
に お い て 説 明 さ れ て い る 種 々 の 装 置 ま た は こ れ ら の 部 分 の 範 囲 に 限 定 す る こ と を 目 的 と し
て お ら ず 、 別 の 意 味 に 用 い る こ と ま た は 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 次 に 、 各 図 面 を さ ら
に 詳 し く 参 照 す る こ と に よ り 、 本 発 明 が 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に お い て 、 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 １ ０ が 一 定 の 胃 １ ２ の 上 側 部 分 の 周 り に 巻 き 付 け
ら れ て 示 さ れ て お り 、 そ の ２ 個 の 端 部 を 一 体 に 取 り 付 け て こ の 胃 に 対 し て そ の 一 部 分 １ ４
を 縫 合 し て こ の 調 節 可 能 な 胃 帯 １ ０ の 上 に そ の 胃 １ ２ の 部 分 １ ４ を 延 在 さ せ る こ と に よ り
保 持 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 ２ に お い て 、 調 節 可 能 な 胃 帯 １ ０ は 一 定 の 非 伸 張 性 の ス ト ラ
ッ プ １ ６ お よ び 一 定 の 膨 張 可 能 な バ ル ー ン １ ８ を 含 み 、 こ の バ ル ー ン １ ８ は 医 療 品 級 の シ
リ コ ー ン ・ ポ リ マ ー ま た は 任 意 の 別 の 適 当 な 材 料 に よ り 作 成 さ れ て い て 、 ス ト ラ ッ プ １ ６
の 内 表 面 部 ２ ０ に よ り 担 持 さ れ て い る 。 こ の バ ル ー ン １ ８ は 任 意 の 周 知 の 様 式 で 上 記 の 内
表 面 部 ２ ０ に 固 定 す る こ と が で き 、 あ る い は 、 上 記 ス ト ラ ッ プ １ ６ に 対 し て 一 体 の 構 成 に
よ り 作 成 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 こ の ス ト ラ ッ プ １ ６ は 一 般 的 に 一 定 の 異 な る 材 料 に よ
り 形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 定 の 柔 軟 な 導 管 ２ ２ の 一 端 部 が 上 記 バ ル ー ン １ ８ の 内 孔 部 ２ ４ に 対 し て 流 体 を 介 し て
連 通 し て お り 、 そ の 別 の 端 部 は 一 定 の 遠 隔 の 注 入 ポ ー ト ２ ６ の 内 孔 部 （ 図 示 さ れ て い な い
） に 対 し て 流 体 を 介 し て 連 通 し て い る 。 こ の 遠 隔 の 注 入 ポ ー ト ２ ６ は 一 定 の シ リ コ ー ン 隔
膜 ２ ８ を 含 む 。 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 １ ０ が 胃 の 一 部 分 の 周 り に 移 植 さ れ る 時 に 、 遠 隔 の
注 入 ポ ー ト ２ ６ も ま た 、 一 定 の フ ー バ ー ・ ニ ー ド ル （ Huber needle） を 介 す る 経 皮 的 な 接
触 の た め に 、 通 常 的 に 腹 直 筋 鞘 等 の よ う な 一 定 の 適 当 な 位 置 に 移 植 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 良 く 知 ら れ て い る よ う に 、 上 記 の 内 孔 部 ２ ４ 、 柔 軟 な 導 管 ２ ２ お よ び 遠 隔 の 注 入 ポ ー ト
２ ６ の 内 孔 部 は 好 ま し く は 、 一 定 の 生 理 塩 水 溶 液 等 の よ う な 、 一 定 の 生 理 学 的 に 適 合 性 を
有 す る 流 体 に よ り 少 な く と も 部 分 的 に 充 た さ れ て い る 。 上 記 バ ル ー ン １ ８ に よ り 囲 ま れ て
い る 周 縁 部 分 、 す な わ ち 、 そ の 小 孔 の 寸 法 の 術 後 の 調 節 は 上 記 注 入 ポ ー ト ２ ６ の シ リ コ ー
ン 隔 膜 ２ ８ の 中 に 経 皮 的 に 一 定 の フ ー バ ー ・ ニ ー ド ル を 挿 入 す る こ と に よ り バ ル ー ン １ ８
の 内 孔 部 ２ ４ に お け る 流 体 の 付 加 お よ び 除 去 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の 技 術 分 野 に お い て 良 く 知 ら れ て い る よ う に 、 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 １ ０ は 特
定 の 腹 腔 鏡 式 の 手 術 ま た は 特 定 の 患 者 に お い て 必 要 な 十 分 な 強 度 を 有 す る 任 意 の 適 当 な 医
療 的 に 適 合 性 を 有 す る 材 料 に よ り 作 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 １ ０ の ２ 個 の 端 部 は 一 体 に 取 り 付 け ら れ る （ こ
の 特 定 の 取 付 機 構 の 構 造 は 図 １ に お い て 示 さ れ て い な い ） 。 本 発 明 は こ れ ら ２ 個 の 端 部 を
一 体 に 接 続 す る た め の 横 方 向 の 取 付 機 構 の 種 々 の 実 施 形 態 に 関 連 し て い る 。 図 １ お よ び 図
２ に お い て 示 さ れ て い て 上 記 に お い て 説 明 さ れ て い る 調 節 可 能 な 胃 帯 １ ０ の 全 体 的 な 構 成
は 図 ３ 乃 至 図 １ １ に お い て 示 さ れ て い る そ れ ぞ れ の 実 施 形 態 に 共 通 し て い る が 、 こ れ ら の
実 施 形 態 は そ れ ぞ れ の 特 定 の 取 付 機 構 に お い て 異 な っ て い る 。 な お 、 本 発 明 の 実 施 が 任 意
の 帯 を 伴 っ て 使 用 可 能 で あ り 、 上 記 ま た は 下 記 に お い て 説 明 さ れ て い る 種 々 の 厳 密 な 特 徴
を 有 す る 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 を 伴 う 使 用 に 限 定 さ れ な い こ と に 注 意 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ３ お よ び 図 ４ に お い て 、 調 節 可 能 な 胃 帯 ３ ０ は 、 移 植 時 に お い て こ の 調 節 可 能
な 胃 帯 ３ ０ が 一 定 の 弓 形 の 構 成 を 有 す る が 、 本 明 細 書 に お い て 長 手 方 向 ま た は 縦 方 向 と し
て 示 さ れ て い る 方 向 に 延 在 し て い る 一 定 の 細 長 い ス ト ラ ッ プ ３ ２ を 含 む 。 こ の ス ト ラ ッ プ
３ ２ は 一 定 の 内 表 面 部 ３ ４ お よ び 一 定 の 外 表 面 部 ３ ６ を 含 み 、 バ ル ー ン ３ ８ が 内 表 面 部 ３
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４ に 隣 接 し て 内 側 に 延 在 し て い る 。 こ の 調 節 可 能 な 胃 帯 ３ ０ は 第 ２ の 端 部 部 分 ４ ２ に 重 な
り 合 う 第 １ の 端 部 部 分 ４ ０ を 含 み 、 こ の 第 １ の 端 部 部 分 ４ ０ に お け る 調 節 可 能 な 胃 帯 ３ ０
の 内 表 面 部 ３ ４ が 第 ２ の 端 部 ４ ２ の 部 分 に お け る 調 節 可 能 な 胃 帯 ３ ０ の 外 表 面 部 ３ ６ に 隣
接 し て そ の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 ４ ０ ， ４ ２ は 一 定 の ば ち 形 の 横 方 向 の 取 付 機 構 に よ り 一
体 に 固 定 さ れ て い る 。 一 定 の 概 ね 台 形 の 形 状 の 部 材 ４ ４ は 、 上 記 ば ち 形 の 接 続 部 分 の ピ ン
部 分 で あ り 、 長 手 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 配 向 さ れ て お り 、 第 １ の 端 部 部 分 ４ ０ に お け る 内
表 面 部 ３ ４ か ら 延 出 し て い る 。 こ の 部 材 ４ ４ は 一 定 の 台 形 に お け る ３ 個 の 面 を 有 し て お り
、 対 向 し て い る 面 部 ４ ６ ， ４ ８ が 互 い に 向 き 合 っ て 傾 斜 し て い る 。 さ ら に 、 一 定 の 相 補 的
な 形 状 の 横 方 向 の 通 路 ５ ０ は 、 上 記 ば ち 形 の 接 続 部 分 に お け る 尾 の 部 分 で あ り 、 第 ２ の 端
部 部 分 ４ ２ に お け る 外 表 面 部 ３ ６ に 形 成 さ れ て い て 、 上 記 部 材 ４ ４ を 受 容 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 横 方 向 の 取 付 機 構 は 一 定 の デ テ ン ト ま た は 戻 り 止 め ５ ２ を 含 み 、 こ の デ テ ン ト ５ ２
は 上 記 部 材 ４ ４ を 上 記 通 路 ５ ０ に 対 し て 位 置 決 め し て 、 こ れ ら の 間 の 相 対 的 な 横 方 向 の 移
動 を 妨 げ 、 係 合 に 関 し て 外 科 医 に 積 極 的 な フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 を 与 え る 。 こ の デ テ ン ト ５
２ は 上 記 部 材 ４ ４ の 下 端 部 か ら 延 出 し て い る 一 定 の 隆 起 部 ５ ４ お よ び 上 記 通 路 ５ ０ の 基 部
に 形 成 さ れ て い る 一 定 の 相 補 的 な 形 状 の 凹 部 ５ ６ に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 記 ば ち 形 の 形 状 の 部 材 ４ ４ お よ び 通 路 ５ ０ の そ れ ぞ れ の 位 置 が 交 換 可 能 で あ り
、 部 材 ４ ４ が 第 ２ の 端 部 部 分 ４ ２ に お け る 外 表 面 部 ３ ６ に 形 成 さ れ て い て 、 通 路 ５ ０ が 第
１ の 端 部 部 分 ４ ０ に お け る 内 表 面 部 ３ ４ に 形 成 で き る こ と が 当 然 に 認 識 さ れ る と 考 え る 。
ま た 、 上 記 隆 起 部 ５ ４ お よ び 凹 部 ５ ６ の そ れ ぞ れ の 位 置 も 交 換 可 能 で あ る 。 加 え て 、 当 該
技 術 分 野 に お け る 熟 練 者 で あ れ ば 、 上 記 の 台 形 の 断 面 が 例 示 的 で あ る こ と 、 さ ら に 、 上 記
部 材 ４ ４ お よ び 通 路 ５ ０ 、 お よ び デ テ ン ト ５ ２ の 多 く の 幾 何 学 的 な 形 状 お よ び 量 が 使 用 可
能 で あ る こ と が 認 識 で き る と 考 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 ３ ０ を 胃 の 周 囲 に 巻 き 付 け た 後 に 、 そ の ２ 個 の 端 部 を 一 体 に 接 続
す る た め に 、 上 記 部 材 ４ ４ が 上 記 通 路 ５ ０ の 中 に 摺 動 し て 、 デ テ ン ト ５ ２ を 乗 り 越 え る た
め に 一 定 の わ ず か な 力 を 必 要 と す る 。 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 ４ ０ ， ４ ２ を 離 脱
さ せ る ま で 係 合 し て い る 状 態 の こ れ ら の 端 部 部 分 の 間 に お け る 相 対 的 な 移 動 が 拘 束 さ れ る
の で 、 こ の 調 節 可 能 な 胃 帯 ３ ０ に お け る あ ら ゆ る 長 手 方 向 ま た は 半 径 方 向 （ 外 側 に 向 く 方
向 ） に 沿 う 力 は こ れ ら の 端 部 部 分 ４ ０ ， ４ ２ を （ 破 壊 ま た は 変 形 を 伴 わ ず に ） 分 離 し な い
。 す な わ ち 、 こ れ ら の 端 部 部 分 ４ ０ ， ４ ２ を 分 離 す る た め に は 、 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 ３
０ が 移 植 さ れ る 時 に そ の ば ち 形 の 横 方 向 の 取 付 機 構 が 通 常 に お い て 受 け る 横 方 向 の 力 よ り
も 大 き な 一 定 の 力 で あ る 、 わ ず か な 横 方 向 の 力 だ け が こ れ ら の 間 に 横 方 向 の 移 動 を 生 じ る
た め に 必 要 と さ れ る 。 そ の 後 、 こ れ ら の 端 部 部 分 ４ ０ ， ４ ２ が 離 脱 す る と 、 こ れ ら は 長 手
方 向 に 沿 っ て 移 動 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 部 材 ４ ４ お よ び 通 路 ５ ０ は 形 状 が 台 形 で あ る と し て 図 示 さ れ て い る が 、 係 合 し た
後 に 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 ４ ０ ， ４ ２ が 長 手 方 向 ま た は 半 径 方 向 に 移 動 す る こ と
を 妨 げ る と 共 に 、 そ の 相 対 的 な 移 動 の 実 質 的 に 唯 一 の 方 向 と し て 横 方 向 の 移 動 を 与 え て こ
れ ら ２ 個 の 端 部 部 分 ４ ０ ， ４ ２ が 離 脱 す る こ と を 可 能 に す る 力 を 与 え る あ ら ゆ る 形 状 が 使
用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 部 材 ４ ４ お よ び 通 路 ５ ０ の 概 ね 台 形 の 形 状 の 結 果 と し て 、 上 記 通 路 ５ ０ の 長 手 方
向 の 幅 が 上 記 部 材 ４ ４ の 一 部 分 の 長 手 方 向 の 幅 よ り も 狭 い の で 、 こ れ ら の 端 部 部 分 ４ ０ ，
４ ２ の 間 に お け る 相 対 的 な 半 径 方 向 （ 外 側 に 向 く 方 向 ） の 移 動 が 阻 止 さ れ る 。 ま た 、 上 記
の 部 材 ４ ４ お よ び 通 路 ５ ０ に お け る そ れ ぞ れ の 横 方 向 の 表 面 部 分 は 長 手 方 向 に 沿 う 負 荷 （
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保 持 力 ） の 方 向 に 対 し て 概 ね 垂 直 で あ る の で 、 相 対 的 な 横 方 向 の 移 動 が 負 荷 に よ り 生 じ る
こ と が な い 。 こ の 結 果 、 長 手 方 向 に 沿 う 力 （ 保 持 力 ま た は 分 離 す る 力 ） と 横 方 向 の み の 力
お よ び 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 の 各 端 部 を 離 脱 す る た め に 操 作 す る 移 動 と の 間 の 直 交 し て い
る 関 係 に よ り 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 う 力 が 取 り 外 し の た め の 力 か ら 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ に お い て 、 一 定 の ば ち 形 の 横 方 向 の 取 付 機 構 の 別 の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の
場 合 に 、 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 ６ ０ の 第 １ の 端 部 部 分 ５ ８ は こ の 調 節 可 能 な 胃 帯 ６ ０ の 外
表 面 部 ６ ４ か ら 延 出 し て い る 一 定 の Ｕ 字 形 状 の 一 体 の 部 材 ６ ２ を 含 む 。 こ の Ｕ 字 形 状 の 部
材 ６ ２ は 一 定 の 外 側 に 延 出 し て い る 基 部 ６ ６ を 含 み 、 こ の 基 部 ６ ６ は そ の 先 端 部 に お い て
一 定 の 横 方 向 に 延 在 し て い る 部 材 ６ ８ を 支 持 し て お り 、 こ の 部 材 ６ ８ は 外 表 面 部 ６ ２ か ら
離 間 し て い て こ の 表 面 部 ６ ２ に 対 し て 概 ね 平 行 で あ り 、 一 定 の ば ち 形 の 接 続 部 分 に お け る
ピ ン 部 分 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 示 の よ う に 、 上 記 部 材 ６ ８ は 一 定 の 台 形 の 形 状 を 有 し て い る 。 さ ら に 、 第 ２ の 端 部 部
分 ７ ０ に お け る 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 ６ ０ の 外 表 面 部 に 一 定 の 相 補 的 な 形 状 の 横 方 向 の 通
路 ７ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 通 路 ７ ２ は 上 記 部 材 ６ ８ を 受 容 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 一 定 の 保 持 部 材 ７ ４ が 第 １ の 端 部 部 分 ５ ８ に お け る 外 表 面 部 ６ ２ か ら 延 出 し て
お り 、 上 記 部 材 ６ ８ と 外 表 面 部 ６ ２ と の 間 の 隙 間 に 対 し て 横 方 向 に 整 合 し て い る 。 ま た 、
図 ６ お よ び 図 ７ に お い て 、 保 持 部 材 ７ ４ は 第 １ の 端 部 部 分 ５ ８ の 上 側 エ ッ ジ 部 分 ７ ８ か ら
始 ま り こ の 保 持 部 材 ７ ４ の 下 面 部 ８ ０ に 到 達 し て い る 傾 斜 状 の 面 部 ７ ６ を 含 む 。 さ ら に 、
図 ６ お よ び 図 ７ に お い て 分 か る よ う に 、 下 面 部 ８ ０ は 部 材 ６ ８ の 先 端 部 ８ ２ の 上 方 に 離 間
し て い て 重 な っ て お ら ず 、 一 定 の 隙 間 ８ ４ を こ れ ら の 間 に 形 成 し て い る 。 こ の 隙 間 ８ ４ は
、 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 ６ ０ の 柔 軟 性 と 共 に 、 一 定 の 隆 起 部 と し て 作 用 す る 上 記 傾 斜 状 の
面 部 ７ ６ に よ る 案 内 を 伴 っ て 、 第 ２ の 端 部 部 分 ７ ０ を こ れ ら の 間 に 挿 入 す る こ と を 可 能 に
す る 大 き さ に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 上 記 部 材 ６ ８ は 第 ２ の 端 部 部 分 ７ ０ が 当 該 部
材 ６ ８ と 第 １ の 端 部 部 分 ５ ８ に お け る 外 表 面 部 ６ ２ と の 間 に 延 在 し て い る 状 態 で 通 路 ７ ２
の 中 に 配 置 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 第 ２ の 端 部 部 分 ７ ０ の 横 方 向 の 幅 は 上 記 基 部 ６ ６ と 下 面 部 ８ ０ と の 間 の 横 方 向 の 間
隔 よ り も 小 さ い 。 さ ら に 、 下 面 部 ８ ０ は 外 表 面 部 ６ ２ か ら 概 ね 垂 直 に 延 出 し て お り 、 上 記
第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 ５ ８ ， ７ ０ の 間 の 係 合 状 態 に お け る あ ら ゆ る 相 対 的 な 移 動 に 対
し て 垂 直 で あ り 、 横 方 向 の 力 に 抵 抗 し て 第 ２ の 端 部 部 分 ７ ０ の 位 置 を 保 持 す る 。 上 記 第 １
お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 ５ ８ ， ７ ０ の 間 の 相 対 的 な 移 動 が こ れ ら が 分 離 す る ま で 横 方 向 に 制
限 さ れ る の で 、 こ の 調 節 可 能 な 胃 帯 ６ ０ に お け る 長 手 方 向 ま た は 半 径 方 向 の 力 は こ れ ら の
端 部 部 分 ５ ８ ， ７ ０ を 分 離 し な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 ８ お よ び 図 ９ に お い て 、 分 離 さ れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 一 定 の フ ッ ク 式 の 横 方
向 の 取 付 機 構 を 伴 う 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 が 斜 視 図 の 状 態 で 示 さ れ て い る 。 こ の 調 節 可 能
な 胃 帯 ８ ８ は 約 １ ｍ ｍ 乃 至 ２ ｍ ｍ の 一 定 の 螺 旋 状 の 隙 間 ９ ４ を 定 め て い る 一 定 の 螺 旋 状 の
フ ッ ク 部 材 ９ ２ に 到 達 し て い る 第 １ の 端 部 部 分 ９ ０ を 含 む 。 こ の 螺 旋 状 の フ ッ ク 部 材 ９ ２
は 金 属 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 、 ま た は そ の 他 の 適 当 な 材 料 に よ り 形 成 す る こ と が で き 、 シ リ
コ ー ン 接 着 剤 等 の よ う な 、 任 意 の 適 当 な 様 式 で 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 ８ ８ に 取 り 付 け ら れ
て い る 。 こ の フ ッ ク 部 材 ９ ２ の 構 成 お よ び 材 料 は ば ね 様 の 特 性 を 賦 与 す る こ と が で き 、 こ
の 特 性 は 望 ま し い 治 療 お よ び 性 能 に お け る 有 益 性 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 ８ ８ の 第 ２ の 端 部 部 分 ９ ６ は 一 定 の バ ッ ク ル ９ ８ に 到 達 し て お り
、 こ の バ ッ ク ル ９ ８ は ２ 個 の 離 間 し て い る 平 行 な フ ラ ン ジ 部 分 １ ０ ４ ， １ ０ ６ に よ り 定 め
ら れ て い る 一 定 の 隙 間 １ ０ ２ を 跨 い で 延 在 し て い る 一 定 の キ ャ ッ チ ・ バ ー １ ０ ０ を 有 し て
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い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 ９ ０ ， ９ ６ を 係 合 す る 過 程 が 図 １ ０ （ Ａ ） 乃 至 図 １ ０ （
Ｄ ） に お い て 示 さ れ て い る 一 連 の 位 置 に お い て 示 さ れ て い る 。 最 初 に 、 フ ッ ク 部 材 ９ ４ が
隙 間 １ ０ ２ の 下 方 に 整 合 さ れ る 。 図 １ ０ （ Ａ ） に お い て 、 螺 旋 状 の フ ッ ク 部 材 ９ ４ が 隙 間
１ ０ ２ の 中 に 配 置 さ れ て い て 、 キ ャ ッ チ ・ バ ー １ ０ ０ が 螺 旋 状 の 隙 間 ９ ４ に 続 い て い る 第
１ の 端 部 部 分 ９ ０ に お け る 一 定 の 狭 い 開 口 部 で あ る 入 口 １ ０ ８ の 中 に 配 置 さ れ て い る 。 そ
の 後 、 こ の キ ャ ッ チ ・ バ ー １ ０ ０ は 第 １ の 端 部 部 分 ９ ０ を 第 ２ の 端 部 部 分 ９ ６ に 対 し て 横
方 向 お よ び 長 手 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 螺 旋 状 の 隙 間 ９ ４ の 経 路 に 沿 っ て 図 １ ０ （ Ｂ ）
に お い て 示 さ れ て い る 位 置 ま で 進 行 す る 。 さ ら に 、 第 １ の 端 部 部 分 ９ ０ の 第 ２ の 端 部 部 分
９ ６ に 対 す る 横 方 向 お よ び 長 手 方 向 の 移 動 に よ り 、 キ ャ ッ チ ・ バ ー １ ０ ０ が 螺 旋 状 の 隙 間
９ ４ に 沿 っ て 図 １ ０ （ Ｃ ） に お い て 示 さ れ て い る 位 置 ま で 移 動 し 、 最 終 的 に 図 １ ０ （ Ｄ ）
に お い て 示 さ れ て い る 位 置 に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 図 １ ０ （ Ｄ ） の 最 終 的 に 係 合 し た 位 置 に お い て 、 長 手 方 向 に 沿 う 力 は そ の 係 合 し て
い る 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 ９ ０ ， ９ ４ を 全 く 分 離 し な く な る 。 す な わ ち 、 こ の 分 離 は
こ れ ら ２ 個 の 端 部 部 分 ９ ０ ， ９ ４ の 間 の 組 み 合 わ さ れ た 横 方 向 お よ び 長 手 方 向 の 相 対 的 な
移 動 を 必 要 と す る 。 こ の 場 合 に 、 一 定 の 螺 旋 状 の 経 路 が 示 さ れ て い る が 、 上 記 ２ 個 の 端 部
部 分 ９ ０ ， ９ ４ を 分 離 す る た め に 組 み 合 わ さ れ た 長 手 方 向 お よ び 横 方 向 の 移 動 方 向 を 必 要
と す る あ ら ゆ る 巡 回 経 路 が 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ １ は 一 定 の 長 手 方 向 に 調 節 可 能 な 横 方 向 の 取 付 機 構 を 形 成 し て い る 上 記 フ ッ ク 部 材
の 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 に 、 第 １ の 端 部 部 分 １ １ ０ は 一 定 の 末 広 形 の 経 路
１ １ ４ を 定 め て い る フ ッ ク 部 材 １ １ ２ に 到 達 し て い る 。 こ の 末 広 形 の 経 路 １ １ ４ は 上 記 の
キ ャ ッ チ ・ バ ー １ ０ ０ を 横 方 向 に 位 置 決 め で き る 一 定 の 所 望 の 位 置 １ １ ６ ， １ １ ８ の 選 択
を 可 能 に し て い る 。 す な わ ち 、 こ の フ ッ ク 部 材 １ １ ２ は そ れ ぞ れ の 位 置 １ １ ６ ， １ １ ８ を
定 め て い る 分 離 し て い る 端 部 １ ２ ０ ， １ ２ ２ に 到 達 し て い る 。 従 っ て 、 こ の よ う な フ ッ ク
部 材 １ １ ２ の 構 成 は 上 記 の 調 節 可 能 な 胃 帯 の 円 周 を ２ 個 以 上 の 長 さ に 設 定 す る こ と を 可 能
に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 付 加 的 な 位 置 を 備 え る た め に 付 加 的 な 離 間 し て い る 端 部 を 組 み 込 む こ と が 可 能
で あ る 。 ま た 、 上 記 フ ッ ク 部 材 の 各 端 部 を 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 在 さ せ る よ う に 構 成 す る こ
と も 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 、 上 記 キ ャ ッ チ ・ バ ー は 横 方 向 の 移 動 の み に よ り 位 置 直 し す
る こ と が で き な く な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 当 該 技 術 分 野 に お け る 熟 練 者 に お い て 、 上 記 の 本 発 明 が 別 の 種 類 の 移 植 可 能 な 帯 に 対 し
て 同 等 の 適 用 性 を 有 し て い る こ と が 容 易 に 明 ら か に な る と 考 え る 。 例 え ば 、 種 々 の 帯 が 便
失 禁 の 治 療 の た め に 用 い ら れ て い る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 帯 の 一 例 が 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ６
１ ， ２ ９ ２ 号 に お い て 記 載 さ れ て お り 、 こ の 文 献 は 本 明 細 書 に 参 考 文 献 と し て 含 ま れ る 。
ま た 、 種 々 の 帯 が 尿 失 禁 を 治 療 す る た め に も 使 用 で き る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 帯 の 一 例 が
米 国 特 許 出 願 第 ２ ０ ０ ３ ／ ０ １ ０ ５ ３ ８ ５ 号 に お い て 記 載 さ れ て お り 、 こ の 文 献 は 本 明 細
書 に 参 考 文 献 と し て 含 ま れ る 。 ま た 、 種 々 の 帯 が 胸 や け お よ び ／ ま た は 酸 逆 流 を 治 療 す る
た め に も 使 用 で き る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 帯 の 一 例 が 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ７ ０ ， ８ ９ ２ 号 に
お い て 記 載 さ れ て お り 、 こ の 文 献 は 本 明 細 書 に 参 考 文 献 と し て 含 ま れ る 。 さ ら に 、 種 々 の
帯 が イ ン ポ テ ン ス を 治 療 す る た め に も 使 用 で き る 。 こ の よ う な 帯 の 一 例 が 米 国 特 許 出 願 第
２ ０ ０ ３ ／ ０ １ １ ４ ７ ２ ９ 号 に お い て 記 載 さ れ て お り 、 こ の 文 献 は 本 明 細 書 に 参 考 文 献 と
し て 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 本 明 細 書 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 用 い ら れ て い る よ う に 、 一 定 の 移 植 可
能 な 帯 は 、 胃 ま た は 一 定 の 内 腔 等 の よ う な 、 一 定 の 解 剖 学 的 な 通 路 の 中 を 通 る 、 食 物 ま た

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-131380 A 2005.5.26



は 種 々 の 体 液 等 の よ う な 、 一 定 の 流 れ を 妨 げ る た め に 一 定 の 位 置 に 移 植 可 能 で あ る 一 定 の
帯 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 要 す る に 、 本 発 明 の 概 念 を 利 用 す る こ と に よ り 生 じ る 多 数 の 有 益 性 が 説 明 さ れ て い る 。
な お 、 本 発 明 の １ 個 以 上 の 実 施 形 態 に つ い て の 上 記 の 説 明 は 例 示 お よ び 描 写 を 目 的 と し て
記 載 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 説 明 は 本 発 明 を そ の 開 示 さ れ て い る 正 確 な 形 態 に お い て
網 羅 す る こ と 、 あ る い は 、 そ の 形 態 に 限 定 す る こ と を 目 的 と し て い な い 。 従 っ て 、 上 記 の
教 示 に 鑑 み て 明 ら か な 変 更 ま た は 変 形 が 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 上 記 の １ 個 以 上 の 実 施 形 態
は 本 発 明 の 諸 原 理 お よ び そ の 実 際 的 な 適 用 例 を 最 良 に 例 証 す る こ と に よ り 当 該 技 術 分 野 に
お け る 通 常 の 熟 練 者 が 種 々 の 実 施 形 態 に お い て 、 さ ら に 、 そ の 目 的 と さ れ て い る 特 定 の 用
途 に 適 合 す る と 考 え ら れ る 種 々 の 変 更 を 伴 っ て 、 本 発 明 を 最 良 に 利 用 す る こ と を 可 能 に す
る た め に 選 択 お よ び 説 明 さ れ て い る 。 な お 、 本 発 明 の 範 囲 は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り
定 め ら れ て い る と 考 え て い る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 は 比 較 的 に 少 な い 力 に よ り 係 合 し 、 こ の こ と に よ り 、 種 々 の 腹 腔 鏡 式 の 器 具 に よ
る 実 施 が 容 易 に な る と 共 に 、 そ の 取 り 付 け が 長 期 間 の 使 用 に わ た り 固 定 さ れ た 状 態 に 維 持
さ れ る 胃 帯 装 置 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 態 様 は 以 下 の と お り で あ る 。
（ １ ） 前 記 デ テ ン ト の 第 １ の 部 分 が 一 定 の 隆 起 部 を 含 み 、 前 記 デ テ ン ト の 第 ２ の 部 分 が 前
記 隆 起 部 に 対 し て 相 補 的 に 造 形 さ れ て い る 一 定 の 凹 部 を 含 む 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 帯 。
（ ２ ） 前 記 横 方 向 の 取 付 機 構 が 前 記 第 １ の 端 部 部 分 に よ り 定 め ら れ て い る 一 定 の 巡 回 経 路
、 お よ び 前 記 第 ２ の 端 部 部 分 に よ り 担 持 さ れ て い る 一 定 の 横 方 向 の 部 材 を 含 み 、 前 記 経 路
が 前 記 横 方 向 の 部 材 の 寸 法 に 対 応 す る 一 定 の 幅 を 有 し て い て 、 こ の 横 方 向 の 部 材 が 前 記 経
路 に 沿 っ て 移 動 す る こ と を 可 能 に し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 帯 。
（ ３ ） 前 記 第 ２ の 端 部 部 分 が 間 に 一 定 の 隙 間 を 定 め て い る ２ 個 の 離 間 し て い る フ ラ ン ジ 部
分 の 中 に 到 達 し て お り 、 前 記 横 方 向 の 部 材 が こ れ ら の フ ラ ン ジ 部 分 の 間 に 延 在 し て い る 実
施 態 様 （ ２ ） に 記 載 の 帯 。
（ ４ ） 前 記 経 路 が 前 記 横 方 向 の 部 材 を 当 該 経 路 に 沿 っ て 移 動 す る た め に 前 記 第 １ お よ び 第
２ の 端 部 部 分 の 間 に お け る 組 み 合 わ さ れ た 横 方 向 お よ び 円 周 方 向 の 相 対 的 な 移 動 を 必 要 と
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 実 施 態 様 （ ２ ） に 記 載 の 帯 。
（ ５ ） 前 記 経 路 が 複 数 の 円 周 方 向 に 離 間 し て い る 位 置 に 到 達 し て お り 、 こ れ ら の 位 置 の い
ず れ か に お い て 前 記 横 方 向 の 部 材 が 選 択 的 に 配 置 で き る 実 施 態 様 （ ２ ） に 記 載 の 帯 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ６ ） 一 定 の 医 療 状 況 を 治 療 す る た め の 移 植 可 能 な 帯 に お い て 、
　 （ ａ ） 一 定 の 長 手 方 向 に 延 在 し て い る 一 定 の ス ト ラ ッ プ を 備 え て お り 、 こ の ス ト ラ ッ プ
が 一 定 の 解 剖 学 的 な 通 路 の 一 部 分 の 周 囲 を 囲 む よ う に 構 成 さ れ て お り 、 さ ら に 、 こ の ス ト
ラ ッ プ が そ の 周 囲 に お い て 一 定 の 円 周 方 向 を 定 め て お り 、 さ ら に 、 こ の ス ト ラ ッ プ が 一 定
の 内 表 面 部 お よ び 外 表 面 部 を 有 し て お り 、 さ ら に
　 （ ｂ ） 前 記 ス ト ラ ッ プ の い ず れ か の 端 部 に お い て 配 置 さ れ て い る 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部
部 分 を 備 え て お り 、 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 が 前 記 ス ト ラ ッ プ の 内 表 面 部 お よ び
外 表 面 部 に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る そ れ ぞ れ の 内 表 面 部 お よ び 外 表 面 部 を 含 み 、
　 （ ｃ ） 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 が 互 い に 係 合 し て こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部
分 を 一 体 に 連 結 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 連 結 さ れ た 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部
分 が 前 記 解 剖 学 的 な 通 路 の 周 囲 を 囲 む た め に 用 い ら れ る 場 合 に 一 定 の 分 離 す る 力 を 受 け 、
さ ら に 、 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 を 分 断 す る た め に 必 要 な 力 が 前 記 分 離 す る 力 に
対 し て 概 ね 垂 直 に な る よ う に こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 が 構 成 さ れ て い る 帯 。
（ ７ ） 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 が こ れ ら の 間 に お け る 何 ら か の 相 対 的 な 移 動 が そ の
長 手 方 向 に 沿 っ て 生 じ る こ と が 可 能 に な る 前 に 完 全 に 分 断 さ れ て い る こ と が 必 要 で あ る 実
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施 態 様 （ ６ ） に 記 載 の 帯 。
（ ８ ） 一 定 の 医 療 状 況 を 治 療 す る た め の 移 植 可 能 な 帯 に お い て 、
　 （ ａ ） 一 定 の 解 剖 学 的 な 通 路 の 周 囲 を 囲 む よ う に 構 成 さ れ て い る 一 定 の ス ト ラ ッ プ を 備
え て お り 、 こ の ス ト ラ ッ プ が そ の 周 囲 に お い て 一 定 の 円 周 方 向 を 定 め て お り 、 さ ら に 、 こ
の ス ト ラ ッ プ が 一 定 の 内 表 面 部 お よ び 外 表 面 部 を 有 し て お り 、 さ ら に
　 （ ｂ ） 前 記 細 長 い ス ト ラ ッ プ の い ず れ か の 端 部 に お い て 配 置 さ れ て い る 第 １ お よ び 第 ２
の 端 部 部 分 を 備 え て お り 、 こ れ ら 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 が 前 記 ス ト ラ ッ プ の 内 表 面 部
お よ び 外 表 面 部 に そ れ ぞ れ 対 応 し て い る そ れ ぞ れ の 内 表 面 部 お よ び 外 表 面 部 を 含 み 、 さ ら
に
　 （ ｃ ） 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 部 分 を 一 体 に 横 方 向 に 取 り 付 け る た め の 手 段 を 備 え て
い る 帯 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 下 の 添 付 図 面 は 本 明 細 書 に 含 ま れ て い て そ の 一 部 を 構 成 し て お り 、 本 発 明 の 種 々 の 実
施 形 態 を 例 示 し て い て 、 上 記 に お け る 本 発 明 の 概 略 的 な 説 明 お よ び 以 下 に お け る 各 実 施 形
態 の 詳 細 な 説 明 と 共 に 、 本 発 明 の 諸 原 理 を 説 明 す る た め に 役 立 つ 。
【 図 １ 】 一 定 の 胃 の 上 側 の 部 分 の 周 囲 に 巻 き 付 け ら れ て い る 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 を 示 し
て い る 一 定 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 線 ２ － ２ に 沿 う 図 １ の 調 節 可 能 な 胃 帯 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 定 の ば ち 形 の 横 方 向 の 取 付 機 構 を 有 す る 調 節 可 能 な 胃 帯 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に お い て 示 さ れ て い る 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 分 離 さ れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 一 定 の 突 き 出 し た 状 態 の ば ち 形 の 横 方 向 の 取 付 機
構 を 有 す る 一 定 の 調 節 可 能 な 胃 帯 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 突 き 出 し た 状 態 の ば ち 形 の 横 方 向 の 取 付 機 構 に お け る ２ 個 の 端 部 が 一 体 に 取 り 付
け ら れ て い る 図 ５ の 調 節 可 能 な 胃 帯 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に お い て 示 さ れ て い る 調 節 可 能 な 胃 帯 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 分 離 さ れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 一 定 の フ ッ ク 式 の 横 方 向 の 取 付 機 構 を 伴 う 一 定 の
調 節 可 能 な 胃 帯 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 一 体 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 の フ ッ ク 式 の 横 方 向 の 取 付 機 構 を 伴 う 図 ８ の 調 節 可 能
な 胃 帯 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） 乃 至 （ Ｄ ） は バ ッ ク ル に 対 す る フ ッ ク 端 部 の 係 合 を 示 し て い る 図 ９ に お
け る 面 １ ０ － １ ０ に 沿 う 断 面 に お け る 一 連 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ８ の フ ッ ク 部 材 の 別 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
１ ０ 　 胃 帯
１ ２ 　 胃
１ ４ 　 胃 の 縫 合 部 分
１ ６ 　 非 伸 張 性 の ス ト ラ ッ プ
１ ８ 　 膨 張 可 能 な バ ル ー ン
２ ０ 　 ス ト ラ ッ プ の 内 表 面 部
２ ２ 　 柔 軟 な 導 管
２ ４ 　 内 孔 部
２ ６ 　 注 入 ポ ー ト
２ ８ 　 シ リ コ ー ン 隔 膜
３ ０ 　 胃 帯
３ ２ 　 ス ト ラ ッ プ
３ ４ 　 内 表 面 部
３ ６ 　 外 表 面 部
３ ８ 　 バ ル ー ン
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４ ０ 　 第 １ の 端 部 部 分
４ ２ 　 第 ２ の 端 部 部 分
４ ４ 　 台 形 形 状 の 部 材
４ ６ ， ４ ８ 　 対 向 面 部
５ ０ 　 横 方 向 の 通 路
５ ２ 　 デ テ ン ト
５ ４ 　 隆 起 部
５ ８ 　 第 １ の 端 部 部 分
６ ０ 　 胃 帯
６ ８ 　 横 方 向 に 延 在 し て い る 部 材
７ ２ 　 横 方 向 の 通 路
７ ０ 　 第 ２ の 端 部 部 分
７ ４ 　 保 持 部 材
８ ８ 　 胃 帯
９ ０ 　 第 １ の 端 部 部 分
９ ２ 　 フ ッ ク 部 材
９ ６ 　 第 ２ の 端 部 部 分
９ ８ 　 バ ッ ク ル
１ ０ ０ 　 キ ャ ッ チ ・ バ ー
１ ０ ２ 　 隙 間
１ ０ ４ ， １ ０ ６ 　 フ ラ ン ジ
１ １ ２ 　 フ ッ ク 部 材
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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摘要(译)

可植入和可调节的束带，用于放置在解剖学通道（例如胃或其他管腔）
周围。 该条包括横向连接机构，例如燕尾榫连接装置或设置在螺旋路径
中的横向构件。 [效果]它以较小的力接合，以方便通过各种腹部器械实
施，并且其附件保持固定以长期使用。 也可以进行可逆调整。 [选择图]
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